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石臼のある道

　大僧橋の北にある民家の石垣には100余り
の石臼がはめ込まれ、かつて水車を利用し
た精米やそうめんづくりが栄えた頃のおも
かげを残している。

人口と面積＜平成13年11月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数87,420／男40,571／女46,849／世帯数37,586■推計人口　総数85,616／男39,557／女46,059／世帯数35,259　＜面積＞18.57㎞2

演出／大森一樹(映画監督)　撮影／山口宏(写真家)　イラスト／なかにし和子

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
　
道
路
課
　
1
#8
２
０
６
３

　
今
年
も
『
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
』
が
県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
市
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
今
年
十
月
末
現
在
で
、
昨
年
よ
り
百
五
件
多
い

四
百
五
十
四
件
と
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
年
末
は
、
師
走
の
気
ぜ
わ
し
さ
や
、
帰
省
、
旅
行
、
買
い
物
等
に
伴
う
交

通
量
の
増
大
に
加
え
、
薄
暮
時
・
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ

ま
す
の
で
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
、
交
通
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
、

交
通
事
故
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

12
月
1
日
〜
31
日

平成13年中の自動車乗車中死者の
シートベルト着用状況(９月末現在)

 空気が乾燥し、出火しやすく、暖房器具など火気を使用する
機会も多くなります。ちょっとした不注意で火災を起こさな
いよう、火の扱いには一人ひとりが十分に注意しましょう。

｢たしかめて。火を消してから　次のこと」

「放火を防ぎましょう」　

「火災から人命を守ろう」
①外出時には戸締りをし、家の回
　りには燃えやすいものを置かな
　いようにしましょう
②ごみは決められた日の朝に出し
　ましょう
③家の回りをなるべく明るくして
　おきましょう

12/1～12/31 年末特別火災警戒を実施

問い合わせ　消防本部警防課　132-2345

◆
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

◆
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

◆
薄
暮
時
・
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

 運動の重点

　
秋
も
深
ま
る
と
、
夏
の
間
元
気
に
飛
び
回

っ
て
い
た
蝶
た
ち
も
だ
ん
だ
ん
姿
を
消
し
て

い
き
ま
す
。

　
そ
の
中
で
秋
に
も

あ
で

よ
く
目
立
つ
艶
や
か

な
色
彩
の
蝶
が
い
く

つ
か
見
ら
れ
ま
す
。

最
近
、
市
内(

都
市
部)

で
よ
く
姿
が
見
ら
れ

る
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ

ウ
モ
ン
も
そ
の
一

つ
で
す
。
雌
の
前
翅

の
先
の
と
こ
ろ
が
黒

色
で
、
中
に
白
い
紋つま

が
あ
る
こ
と
か
ら
褄

(

は
し
、
ふ
ち
な
ど
の

意)

の
黒
い
豹
紋
蝶

(

翅
に
豹
の
よ
う
な

紋
が
あ
る)

と
い
う

名
が
あ
り
ま
す
。
雄
に

は
こ
の
紋
が
な
い
の
で

雌
雄
の
見
分
け
は
簡
単

で
す
。
こ
の
蝶
が
都
市

部
で
増
え
始
め
た
理
由

は
、
家
庭
園
芸
と
深
い

秋
に
も
目
立
つ
身
近
な
蝶

ー
簡
単
に
生
態
が
観
察
で
き
る
艶
や
か
な
２
種
ー

芦
屋
市
河
川
環
境
モ
ニ
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
市
　
景
一

保
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
２
０
０
１

松
浜
町
　
樋
口
　
裕

【浜風の家の催し】
�①絵本のよみきかせ会８②１日工
作教室～門松づくり～③こまをつく
って遊ぼう④クリスマスの３つのお
くりもの～うたとおはなしとゲーム
を楽しむ会～⑤コンピューター講座
～年賀状～⑥折り紙(百円塾)～クリス
マスがやってきた～⑦人形劇団はま
かぜっこ練習日　�①12月２日(日)
10時30分～②12月８日(土)13時30分
～15時③12月９日(日)14時～15時30
分④12月16日(日)14時～15時⑤12月
19日(水)13時30分～14時30分⑥12月
22日(土)14時30分～16時⑦12月２日
(日)13時～16時、16日(日)10時～15時
�浜風の家、いずれも詳細は右記へ
�浜風の家(135-5700)

【おはなし作りの部屋】
�12月５、12、19日(水)10時～12時
�図書館・集会室　�作品の制作、
人形劇の練習　�ぷりん・國川(132-
4201)

【朝採り野菜市】
�12月５、19日(水)10時30分～　�
ワークホームつつじ　�ワークホー
ムつつじ・藤川(122-7044)

【うた広場Tioで“冬をうたう”】
　伴奏：アコーディオン・ピアノ
�12月７日(金)14時～16時　�集・
空・間Tio　�リクエストによる冬の
歌を中心に　�歌・司会：桜井溢子
�500円(お茶つき)　�集・空・間
Tio(125-0177)

【芦屋市民年末フォークダンス大会】
�12月８日(土)13時～16時　�宮川
小学校体育館　�上靴(運動靴または
体育館用ダンスシューズ)　�芦屋
フォークダンス協会・高橋(1 31 -
7771)

【中高生のためのやすらぎの部屋】
�12月８、22日(土)13時～16時30分
�図書館・集会室　�中高生　�ヨ
ッシーくらぶ・守上(123-6854)

【母と子のいこいの部屋】
�12月11、18日(火)10時～11時30分
�図書館・集会室　�母と子が絵本
や紙芝居を通しておはなしに親しむ
�バルーン・川上(131-3588)

【折り紙教室】
�12月12日(水)10時～12時　�図書
館・集会室　	段谷貞子氏　�一般
成人　�折り紙、はさみ、のり　�
段谷(134-2546)

【俳句を一緒に学びませんか】
�毎月第４金曜日、13時30分～15時
�市民センター　�月額1,000円　	
山口甲村氏　�芦甲会・大和田(123-
6468)

【冬休み10歳以下ジュニアテニス　
　大会】
�12月28日(金)、29日(土)　�芦屋公
園テニスコート　�男・女各シング
ルス　�小学校４年生以下(各種目32
人)　�2,000円　
12月20日(木)まで
に右記へ　�芦屋市テニス協会(122-
3852)

【フォークダンス・一般公募】
楽しく踊りませんか。初心者可
�毎週火曜日12時～14時50分　�体
育館・青少年センター　	藤原達夫
氏　�入会金500円、月額1,000円　
�宮崎和子(132-8803)

【芦屋みどり福祉作業所開設15周年
　記念「高石ともや」コンサート】
�２月11日(月・祝)14時～　�ルナ
ホール　�一般3,000円(当日3,500円)、
中学生以下1,500円、障害者2,000円　
�芦屋みどり福祉作業所・大沢(131-
4001)

【ケアハウス西宮恵泉入居案内】
　高齢者のかたの１人部屋・２人(夫
婦)部屋の入居申し込みを受け付けて
います。費用等詳しくは下記へ
�ケアハウス西宮恵泉(1 0798-32-
6096)

【２級ホームヘルパー養成講座】
�平成14年１月19日～５月１日　�
あしや喜楽苑ほか　�70,000円(テキ
スト代、消費税を含む)　
＆�あし
や喜楽苑(134-9287)

【親子相談】
�毎月第２・４水曜日、10時～11時
30分　�０歳から小学校就学前の乳
幼児と保護者(要予約)　�1,000円　
�＆�甲南大学心理臨床カウンセリ
ングルーム(1078-453-6183)

【「第九プロジェクト」参加者募集】
　平成14年３月28日(木)、ルナホー
ルで100人の合唱と70人のオーケスト
ラでベートーベンの「第九交響曲」
を芦屋で30年ぶりに実現しよう！
�月会費＠2,000円×４カ月(毎週月曜
19時～21時、セシリアサロンで練
習)、チケット購入＠1,000円×10枚　
�芦屋芸術村・村役場(135-5889)

【点字通信講座】
�平成14年１月15日から１年間　�
初心者対象。郵送による添削指導　
�12,800円（教材、送料等含む）＊申
し込み等、詳細は右記へ　�市川点
字図書館通信部(103-5439-6772)

【大阪ガスからのお知らせ】
　耳やことばの不自由なかたが、「ガ
ス漏れ」や「ガス器具の火がつかな
い」などの際、利用できる『ＦＡＸ
受付』を開始しました。通報用紙は
市役所福祉課障害福祉係の窓口に用
意しています。
�大阪ガス株式会社(1078-360-3022)

　
夕
方
六
時
、
剣
道
の
防
具
を
持
ち
、
体

育
館
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
た
。
ア

リ
ー
ナ
に
は
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
を
感

じ
、
中
を
の
ぞ
い
て
み
た
。
そ
こ
に
は
、

か
わ
い
ら
し
い
子
ど
も
の
作
品
と
思
わ
れ

る
絵
や
工
作
が
ア
リ
ー
ナ
に
飾
ら
れ
て
い

た
。
「
あ
ー
。
そ
う
か
。
保
育
何
と
か
と

い
う
も
の
な
の
か
。
」

　
私
の
子
ど
も
が
芦
屋
の
保
育
所
に
お
世

話
に
な
り
、
十
四
年
の
月
日
が
流
れ
た
。

下
の
娘
も
今
年
が
最
後
で
、
来
年
は
小
学

一
年
生
に
な
る
。
最
後
の
保
育
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は
、

静
ま
り
返
っ
た
会
場
に
数
人
の
先
生
た
ち

が
黙
々
と
作
業
を
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
た

か
ら
だ
。
知
っ
て
い
る
先
生
は
と
探
し
て

は
み
た
が
、
残
念
な
が
ら
入
口
で
は
わ
か

ら
な
か
っ
た
。

　
翌
日
、
娘
と
と
も
に
会
場
に
入
っ
た
。

昨
日
の
様
子
と
は
違
い
、
か
わ
い
ら
し
い

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
と
大
人
の
姿
。
自
分

も
そ
の
一
人
と
し
て
、
心
を
浮
き
浮
き
さ

せ
な
が
ら
会
場
に
入
っ
た
。
各
保
育
所
の

年
長
さ
ん
が
、
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
を
広
げ
た

よ
う
な
バ
ル
ー
ン
を
小
さ
な
手
で
握
り
し

め
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て
い
た
。
い

つ
練
習
し
た
の
か
と
思
い
な
が
ら
、
そ
の

息
の
あ
っ
た
動
き
に
感
心
し
た
。
隣
に
は
、

楽
し
い
遊
び
の
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
所
狭

し
と
広
が
っ
て
い
た
。
木
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
さ
せ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
、
新
聞
の
チ
ラ

シ
を
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
て
作
っ
た
ペ
ー

パ
ー
プ
ー
ル
。
松
ぼ
っ
く
り
を
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
に
見
立
て
た
飾
り
な
ど
、
楽
し

さ
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ナ
ー
。

　
第
六
回
目
の
保
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の

成
長
す
る
姿
を
垣
間
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。

働
く
保
護
者
が
増
え
る
中
、
こ
の
よ
う
に

我
が
子
を
安
心
し
て
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
保
育
所
の
先

生
が
た
や
そ
れ
を
支
え
て
く
だ
さ
る
保
育

行
政
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

芦
屋
の
保
育
は
日
本
一
だ
と
。

　
僕
は
、
十
一
月
十
日
に
美
術
博
物
館
の

縄
文
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
石
焼
料
理
を
し

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
「
火
お
こ
し
」
を
し

ま
し
た
。
僕
以
外
、
三
人
だ
け
火
が
つ
き

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
僕
は
あ
せ
っ
て
、

火
を
お
こ
し
て
い
る
部
分
か
ら
火
お
こ

し
が
ず
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
何
回
か
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
い
っ
し
ょ
に
し
て

い
た
人
の
残
り
の
を
貸
し
て
も
ら
っ
て

火
が
つ
き
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

縄
文
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
石
焼
き
料
理

新
浜
町
　
近
藤
　
真
一(

小
学
六
年
生)

　
ハ
ン
バ
ー
グ
を
石
で
焼
い
て
い
る
と
き
、

な
か
な
か
ハ
ン
バ
ー
グ
が
裏
返
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。
裏
返
し
て
も
、
下
に
落
と
し
た

り
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
「
ハ
ン

バ
ー
グ
の
気
持
ち
を
考
え
ろ
」
と
言
わ
れ
、

別
の
と
こ
ろ
か
ら
ゆ
っ
く
り
返
し
た
ら
で

き
ま
し
た
。

　
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
と
き
、
骨
付
き
の

鳥
を
食
べ
ま
し
た
が
、
よ
く
見
る
と
そ
の

鳥
肉
は
か
な
り
焦
げ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

今
さ
ら
元
に
も
ど
す
わ
け
に
も
い
か
な
い

の
で
食
べ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
苦
か
っ
た
。

　
僕
が
一
番
お
い
し
い
と
思
っ
た
の
は
、

白
玉
だ
ん
ご
で
し
た
。
そ
の
白
玉
だ
ん
ご

は
、
き
な
こ
が
ふ
っ
て
あ
っ
て
、
甘
く
て

何
個
で
も
食
べ
ら
れ
そ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
で
も
、
思
え
ば
、
こ
の
白
玉
だ
ん
ご

は
縄
文
風

で
は
な
い

と
思
い
ま

し
た
。

　
と
て
も

楽
し
い
一

日
で
し
た
。

　

関
係
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
幼
虫
は
ス
ミ
レ
科

の
植
物
が
食
草
で
、
園
芸
種
の
パ
ン
ジ
ー
や

ニ
オ
イ
ス
ミ
レ
等
を
食
べ
ま
す
。
パ
ン
ジ
ー

な
ど
に
、
地
色
の
黒
色
に
背
中
に
橙
赤
色
の

太
い
縦
縞
を
持
ち
、
胴

と
げ

に
刺
の
あ
る
幼
虫
が
つ

い
て
い
る
の
を
ご
覧
に

な
っ
た
か
た
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
グ

ロ
テ
ス
ク
な
感
じ
で
す

が
、
こ
の
蝶
の
幼
虫
で

す
。
私
た
ち
の
生
活
に
う
ま
く
適
応
し
て
都

市
に
広
が
っ
て

さ
な
ぎ

い
ま
す
。
蛹
は

枝
な
ど
に
お
尻

で
ぶ
ら
下
が
る

す
い
よ
う

垂
蛹
と
い
う
タ

イ
プ
で
す
。
　

芦
屋
川
の
河
川
敷
に
、
葉
の
裏
が
白
っ
ぽ
い

カ
ラ
ム
シ(

イ
ラ
ク

サ
科)

と
い
う
植
物

が
た
く
さ
ん
生
え

て
い
ま
す
。
こ
れ

を
よ
く
見
る
と
、

葉
の
裏
を
外
側
に

し
て
巻
い
た
と
こ

ろ
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
ま
す
。
巻
い
た
葉
を

開
け
て
み
る
と
、
中
か
ら
黒
褐
色
で
背
面
に

黄
褐
色
斑
が
あ
り
刺
を
持
っ
た
幼
虫
が
出
て

き
ま
す
。
飼
っ
て
み
る
と
、
や
が
て
葉
の
中

で
白
粉
を
ふ
い
た
よ
う
な
蛹
に
な
り
ま
す
。

よ
い
季
節
で
す
と
、
二
週
間
ほ
ど
す
る
と
前

翅
端
が
黒
色
で

白
帯
が
あ
り
、

そ
の
内
側
が
赤

色
帯
、
内
側
が

褐
色
と
い
う
美

し
い
蝶
が
羽
化

し
ま
す
。
ア
カ

タ
テ
ハ
と
い
う

蝶
で
す
。
こ
の

二
種
の
蝶
は
、

秋
ま
で
に
四
、

五
回
は
発
生
し

ま
す
の
で
、
気

を
つ
け
て
お
い

て
蝶
の
生
活
史

を
調
べ
る
の
も
面
白
い
で
し
ょ
う
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
前
号
で
カ
ワ
ラ
バ
ッ
タ
が
身
近
に
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
な
記
述
を
し
ま
し
た
が
、
最

近
は
阪
神
間
で
激
減
し
て
い
る
と
の
ご
助

言
を
頂
き
ま
し
た
の
で
訂
正
し
、
不
正
確

で
あ
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

ツマグロヒョウモン幼虫ツマグロヒョウモン

着用効果有　66人（94.3％）�

非着用死者　70人（74.5％）�
着用死者�
24人（25.5％）�非着用死者　70人（74.5％）�着用・非着用別�

非着用死者の内訳�

着用効果無�
4人（5.7％）�

着用死者�
24人（25.5％）�

着用効果有　66人（94.3％）�

※シートベルトを着用していれば助かったと推定できる人数�

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、	講師、
　　　　�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、
　　　　
申し込み、�問い合わせ

カラムシの葉にくる
まったアカタテハ

ツマグロヒョウモン♀
と交尾する　(下側)

カラムシの葉にひそむ
アカタテハ幼虫

アカタテハ蛹アカタテハ(標本)

うまく裏返るかな？
ハンバーグを焼く近藤君

枝にぶら下がるツマ
グロヒョウモン蛹

♂

♂



　
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
受
験
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
所
定
の
受
験
申
込
書
・

受
験
票
等
の
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
採
用
案
内
は
、
十
二
月
三
日
よ
り
市
役

所
本
庁
舎
北
・
南
館
受
付
お
よ
び
南
館
二

階
人
事
課
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
採
用
案
内
を
印
刷

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
便
で
請
求
さ

れ
る
場
合
は
、
必
ず
百
四
十
円
切
手
を
張
っ

た
返
信
用
封
筒(

角
２
号)

を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

　
郵
便
に
よ
る
受
験
の
申
し
込
み
を
さ
れ

る
か
た
は
、
受
付
期
間
中
に
到
着
す
る
よ

う
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間   

十
二
月
三
日
〜
十
七
日
　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分

（
土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
）

■
試
験
日
　

　
平
成
十
四
年
一
月
十
三
日
（
日
）

■
試
験
会
場
　

　
市
役
所
分
庁
舎
二
階
会
議
室

■
採
用
予
定
日
　
平
成
十
四
年
四
月
一
日

□
職
種
、
募
集
人
員
お
よ
び
受
験
資
格

＊
保
育
職
　
一
人

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
以
降
出
生
の
か

た
で
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
か
た
。
ま

た
は
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
に
保
育
士
資

格
を
取
得
見
込
み
の
か
た
。

＊
保
健
職
　
二
人

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
以
降
出
生
の
か

た
で
、
保
健
婦(

士)

の
免
許
を
有
す
る
か

た
。
ま
た
は
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
に
保

健
婦(

士)

の
免
許
を
取
得
見
込
み
の
か
た
。

震災７年　芦屋・あすに向かって
ウィーン交響楽団ヨハン・シュトラウスアンサンブル ニューイヤーコンサート
日　時　平成14年１月19日(土)午後４時開演(午後３時30分開場)
会　場　ルナ・ホール
プログラム　オペレッタ「ウィーン気質」より、ワルツ「美しく
　　　　　　青きドナウ」、オペレッタ「ジプシー男爵」序曲ほか
入場料　前売4,000円　当日4,500円　全席指定　
　　　　前売り券売切れの場合、当日券は発売しません。
　　　　未就学児童のご同伴、ご入場はご遠慮ください。
チケット発売所　モンテメール大蓄、市民センター内グリル業平、市役所売店、チケットぴあ、　
　　　　　　　　ローソンチケット、文化振興財団事務所
＊市民のかた30人をご招待：はがきに住所、氏名、電話番号を明記し、12月10日(月)＜必着＞まで
　に下記「ニューイヤーコンサート係」へ。当選は招待券の発送をもってかえさせていただきます。

問い合わせ　文化振興財団　131-4962(〒659-0068 業平町8-24)

日　時　平成13年１月14日(月・祝)
　　　　午後１時～２時
会　場　ルナ・ホール
対象者　昭和56年４月２日から昭和57
　　　　年４月１日の間に生まれた
　　　　かた(12月１日現在、住民基
　　　　本台帳および外国人登録簿
　　　　に登録されているかたに案
　　　　内書を送付します)

平成14年　芦屋市成人式

問い合わせ　スポーツ・青少年課　122-0358

　
予
防
接
種
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
今
年
度

よ
り
指
定
医
療
機
関
で

高
齢
者
を
対
象
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
事
前
に
指
定
医
療

機
関
へ
電
話
で
確
認
し

健
康
手
帳
（
保
健
セ
ン

タ
ー
で
交
付
）
と
健
康

保
険
証
を
持
参
の
上
、

指
定
医
療
機
関
（
下
表
）

に
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
つ
い
て
の
説
明
書

を
、
よ
く
お
読
み
い
た

だ
き
、
予
診
票
を
ご
記
入
の
上
、
お
受
け

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
か
た
は
接
種
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者
　
接
種
当
日
六
十
五
歳
以
上
の

　
か
た
。
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の

診療所名
芦屋セントマリア病院
芦屋橋本クリニック
石井医院
井田医院
いとう内科
井床医院
上田内科
上塚耳鼻咽喉科
瓜谷医院
大谷クリニック
大森医院
岡内科小児科医院
岡本クリニック
上條医院
北井内科クリニック
北岡医院
高内科
幸原医院
重信医院
杉岡クリニック
筋師医院
鈴木小児科
須山脳神経外科クリニック
瀬野内科医院
井村耳鼻咽喉科
甲陽医院

電話番号
 23-1771
 21-3131
 32-2810
 22-3861
 32-2030
 22-0093
 34-1878
 22-5191
 22-5226
 38-7001
 32-3997
 23-0401
 35-0939
 34-0787
 38-4188
 22-3414
 38-0022
 22-0338
 31-2480
 25-5335
 23-0627
 34-0766
 32-0020
 23-3578
 34-7744
 31-0003

診療所名
高田診療所
多田医院
堂野前医院
冨永医院
なかにしクリニック
永松クリニック
中村医院
西川内科
野村医院
平林医院
広野医院
福岡外科医院
藤井内科
本田外科胃腸科
前川クリニック
松岡内科
松葉医院
南芦屋浜病院
宮代医院
村田内科
山下医院
山田医院
吉龍医院
吉田内科クリニック
京極小児科
みむらクリニック

電話番号
 31-0680
 32-3884
 32-6458
 22-3823
 25-1751
 32-3399
 23-0468
 31-7789
 22-5505
 22-3548
 23-1363
 31-5588
 31-2531
 31-2221
 38-1212
 22-4592
 22-1641
 22-4040
 32-5511
 23-2782
 22-5124
 22-9351
 32-2855
 38-7210
 31-2735
 32-5172

平
成
14
年
度
採
用
　

市
職
員(

保
育
職
・
保
健
職
）
を
募
集
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
人
事
課
　
1
#8
２
０
１
９

　
　
　
　
　
　(

〒
６
５
９
ー
８
５
０
１
　
精
道
町
７
ー
６)

環
境
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
の
家
庭
系
ご
み
の

持
ち
込
み
に
つ
い
て
　

・
持
ち
込
む
家
庭
系
ご
み
（
粗
大
ご
み
を

　
含
む
）
は
、
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
は
無

　
料
で
す
。
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
百
キ

　
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
七
百
円
、
百
キ
ロ

　
グ
ラ
ム
を
超
え
る
場
合
は
百
キ
ロ
グ

　
ラ
ム
ご
と
に
七
百
円
加
算
。

・
手
数
料
は
現
金
納
付
に
限
り
ま
す
。

※
持
ち
込
み
の
粗
大
ご
み
は
、
処
理
券

　
を
張
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。（
粗
大

　
ご
み
処
理
券
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま

　
せ
ん
）

※
排
出
者
が
自
ら
持
ち
込
む
場
合
は
、

　
備
え
付
け
の
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

　
押
印
（
サ
イ
ン
可
）
の
記
入
が
必
要

　
で
す
。

※
排
出
者
以
外
の
か
た
が
持
ち
込
む
場

　
合
は
、
排
出
者
の
押
印
（
サ
イ
ン
不

　
可
）が
必
要
で
す
。

粗
大
ご
み
処
理
券
取
扱
店
の
変
更

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ヤ
マ
ム
ラ

が
閉
店
し
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
芦
屋
公

光
町
店
（
公
光
町
一
〇
ー
二
二
　
1
#5

３
６
６
０
）、ま
た
市
役
所
環
境
管
理
課

か
ら
地
下
一
階
の
売
店
（
1
#1
２
１
２

１
　
内
線
４
２
０
２
）
に
販
売
場
所
が

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
　

新
規
粗
大
ご
み
処
理
券
販
売
店
の
追
加

●
商
店
名
　
千
五
屋
商
店
（
川
西
町
一

三
ー
六
　
1
#2
１
３
６
７
）

　
か
た
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
等
の

　
機
能
障
害
が
あ
り
身
体
障
害
者
手
帳
一

　
級
を
お
持
ち
の
か
た
　

◆
接
種
期
間
　

　
平
成
十
四
年
一
月
三
十
一
日
ま
で

◆
接
種
回
数
と
費
用
　
一
回
、
千
円

高齢者のインフルエンザについて
問い合わせ　保健センター　131-1586　

問い合わせ　芦屋税務署個人課税第一部門　131-2131

◇◆◇確定申告書新様式記載要領説明会◇◆◇　平成14年１月から所得税の確定申告
書が新しくなります。様式が一新され
ておりますので、確定申告が必要なか
たは、この記載要領説明会に、ぜひお
越しください。
　前年度の申告書控をお持ちのかた、
事業を営んでおられるかたは、決算関
係書類も併せてご持参ください。
　会場には、電車・バス等をご利用く
ださい。

問い合わせ　介護保険課　138-2046

介護保険料の減免について

　市では、65歳以上の第１号被保険者の介護保
険料について、10月から特に収入の少ないかた
を対象に市独自の減免制度を実施しています。

【対象者】
　保険料の段階区分が「第２段階(世帯全員が市
民税非課税)」のかたのうち、収入が少なく生活
が著しく困窮しているかたで、下記の５項目
のすべてに該当するかた。
①世帯全員が市民税非課税であること。
②世帯全員の前年の収入合計額が120万円以下　
　であること(世帯員３人以上の場合は１人当た
　り35万円を加算)、もしくは今年１年間の見　
　込み収入合計額が120万円以下であること。
③市民税課税の人に扶養されていないこと。
④市民税課税の人と生計を共にしていないこと。
⑤資産などを活用してもなお、生活が困窮して　
　いる状態にあること。
【減免額】
　第２段階の保険料を第１段階相当額に軽減　
(平成13年度は10月分以降の月額保険料が対象)。　
上記②の収入合計額が6 0万円以下である場合は、
さらに１／２を軽減します。
【必要なもの】
・年金額払込通知書
・公的年金等の支払調書(源泉徴収票)
・所得税の確定申告書の写しなど、年間収入が　
　わかるもの
・印鑑

　減免申請は、平成14年２月28日まで受け付け　
ますが、減免を受けられるかどうか、また、　
必要な書類など詳しいことは、介護保険課へ　
お問い合わせください。

環
境
施
設
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
　
環
境
施
設
課
　
1
#2
５
３
９
１

｢20歳の誓い｣
発言者募集

成人式の当日「新成人
の抱負・決意等」を発
言していただける男女
各２人を募集します。
　ご希望のかたは、ス
ポーツ・青少年課へご
連絡ください。

個人の事業収入または
不動産収入があるかた

上記以外のかた

12月６日(木)

12月６日(木)

12月10日(月)

午前10時～11時

午後 ２時～４時

午後 ２時～３時

会　　　場

市民センター401室

白色申告

青色申告

日　　時対象者

お　し　ら　せ

◆病院嘱託職員募集
�①看護婦(士)・助産婦(外来勤務)、 時
間給1,365円～1,725円②看護婦(士)(日・
祝日や夜間の救急外来勤務)、１回当り宿
直20,000円、日直16,000円　�①②ともに
45歳ぐらいまでの有資格者、若干名　�
芦屋病院総務課管理係(131-2156)

◆芦屋ハートフル福祉公社職員募集
①�ホームヘルパー(時給職員)。平成14
年１月４日採用予定。時給1,020円(他に手
当有り)　�55歳ぐらいまでのかたで、
ホームヘルパー養成研修３級課程修了以
上の有資格者、５人
②�訪問看護婦(時給職員)。平成14年１
月４日採用予定。時給1,755円（経験年数
10年以上）　�40歳ぐらいまでの看護婦
(士)の有資格者、１人
�①②とも12月16日(日)までに市販の履
歴書(上半身の写真貼付)を下記まで郵送
�芦屋ハートフル福祉公社(138-3122 〒
659-0054 浜芦屋町3-26)

◆コミュニティ課からのお知らせ
�コミュニティ課(138-2007)
【毎月第２火曜日は公正証書相談の日】
�12月11日(火)13時～16時　�コミュニ
ティ課相談室　�遺言書、金銭貸借・土
地建物賃貸借契約書、養育費の支払い等
の公正証書に関する相談　
【毎月第３水曜日は行政相談の日】
　行政に関する意見・要望等を行政相
談員がお受けします。
�12月19日(水)13時～16時　�コミュニ
ティ課内　

◆『平成14年版ごみカレンダー』の配布
　平成14年の『ごみカレンダー』を広報
あしや環境臨時号と併せて、現在配布し
ています。まだ届いていないお宅はご連
絡ください。市役所・ラポルテ市民サー
ビスコーナー等に備えています。
�環境施設課(132-5391)

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆�上宮川文化センター(122-9229 〒
659-0061 上宮川町10-5)
【シネポケット“ひゅーまん”】
�12月５日「秋桜～コスモス～」／12日
「ＫＹＯＫＯ キョウコ」／19日「グリー
ンマイル」いずれも水曜日13時30分～
【小学生パソコン教室～クリスマスカー
　ドをつくろう～パソコン用のペンで絵
　や文字をかきます】
�12月22日(土)①10時～12時②13時～15
時　�小学１～６年生、各回６人(応募多
数の場合は抽選)　�はがきに、①希望時
間(なければ記入不要)②郵便番号③住所
④氏名⑤学年⑥電話番号を記入し、12月

　パールハーバーから60年、アメリ
カのテロ事件で改めて考えます。
日　時　12月13日(木)
　　　　午前10時～11時30分
会　場　市民センター401室
講　師　島田真杉氏(京都大学教授)
申し込み　当日、直接会場へ

11日(火)までに上宮川文化センターへ。
結果は、受講者へのみ連絡します。
【造形ひろば～クリスマスツリーのはり絵～】
�12月７日(金)14時10分～14時50分　�
２歳以上の幼児と保護者、15組(先着順)
�12月３日(月)９時30分より電話受付
【おはなしひろば】
�12月７日(金)15時～15時40分　�２歳
以上の幼児と保護者　�紙芝居と手遊び
�直接会場へ

◆身体障害者移動相談
�12月21日(金)９時30分～　�尼崎市立
身体障害者福祉センター　�身体障害者
手帳所持の肢体不自由者　�福祉課障害
福祉係(138-2043)

◆住宅の耐震診断を無料で実施中
　市では、「わが家の耐震診断推進事
業」を昨年に引き続き実施をしており、
昭和56年５月以前に着工された住宅につ
いて、無料で簡易な耐震診断を行ってい
ます。
　戸建て住宅や長屋住宅はもちろんのこ
と、マンション等の区分所有の住宅につ
いても、管理組合の議決等があれば申し
込むことができます。
�建築指導課(138-2114)

◆阪神間都市計画事業芦屋中央震災復興土
　地区画整理事業の換地計画(案)の縦覧
�12月４日～17日(土・日・祝日も実施)
９時15分～17時30分　�都市基盤整備公
団芦屋土地区画整理事務所(松ノ内町1-10
ラリーブ２階)　�この案に意見のある利
害関係者は、縦覧期間中に施行者(都市基
盤整備公団)に意見書を提出することがで
きます。　�都市基盤整備公団芦屋土地
区画整理事務所区画整理第一課(1 38 -
4739)

◆私立幼稚園就園奨励補助金(後期分)の
　交付申請
　市内に居住(住民登録)し、私立幼稚園
に通園している園児(３・４・５歳児)の
保護者に対して奨励金を交付します。次
の基準に該当するかたは、平成13年度後
期分(10月～３月)の交付申請をしてくだ
さい。前期に申請されたかたは、転園等
の変更がない限り、今回は申請の必要は
ありません。
●基準…平成12年分の世帯合算の総所得
金額が500万円以下または平成13年度の世
帯合算の市民税所得割課税額が102,100円
以下の世帯●添付書類…平成13年度の市
県民税課税証明書または市民税納税通知
書等(写し可)●申し込み…平成14年１月
21日(月)までに下記へ
�教育委員会総務課(138-2085)

◆社会教育関係団体登録申請受け付け
　登録を希望する団体やグループは申請
手続きをしてください。申し込みは12月
10日から25日まで(土・日・祝日を除く)
＊条件等詳細は下記まで
�生涯学習課(138-2091)

◆図書館の催し
�図書館(131-2301)
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�12月１、８、15、22日(土)14時～15時

�図書館・おはなしのへや、よみきかせの
へや　�３歳～小学生中心
【打出分室こどもおはなしの会】
�12月８日(土)15時～15時30分　�打出教
育文化センター１階・和室　�４歳以上
(保護者参加可)
【金曜シネサロン】
�12月７日「クリフハンガー」／14日「め
ぐり逢えたら」／21日「ホーム・アローン
２」いずれも金曜日13時30分～　�図書
館・集会室

◆谷崎潤一郎記念館の催し
�谷崎潤一郎記念館(123-5852)
【谷崎潤一郎作品朗読会】　
�12月６日(木)13時30分～15時　�谷崎潤
一郎記念館講義室　�「細雪」　�朗読グ
ループＲＳＴ　�入館料300円
【「源氏物語」原典を読む講座】
�12月24日(月・祝)10時～12時　�市民セ
ンター401室　	鈴木紀子氏　�2,400円
(４回分) �直接会場へ

◆川西運動場の一般開放日を増やします
　スポーツ振興と青少年の健全育成を図る
ため、一般開放日を増設します。
　12月３日(月)から毎週月・火・水曜日の
13時から17時まで(祝日・振替休日の場合
は除外)開放します。
�スポーツ・青少年課(122-7910)

◆芦屋病院院内コンサ－ト
�12月23日(日)14時30分～15時30分　�芦
屋病院外来棟５階ホ－ル　�「クリスマス
コンサ－ト」　�土肥陽子(ソプラノ)／留
由美子(ピアノ)　�芦屋病院総務課管理係
(131-2156)

◆国際交流協会(ＡＣＡ)からのお知らせ
�＆�国際交流協会(134-6340)
【アルルの夕べ～プロヴァンスのお話と音楽】
�12月７日(金)18時30分～20時30分　�
市民センター401室　	原田宿命氏(西洋
舞踏研究会主宰)、中村祐子氏(関西チェコ
／スロバキア協会)　�1,000円 (ワイン付
き)　�100人(要予約)＊ワイン等差し入れ
歓迎
【第56回ＡＣＡセミナー～緑のサヘル ブ
　ルキナファソ(アフリカ)での活動】
�12月８日(土)14時～16時　�国際交流協
会　	瀬戸進一氏　�500円(資料代)
�50人(要予約)

◆花と緑の講習会～クリスマスやお正月　
の寄せ植え～
�12月17日(月)13時30分～15時30分　�緑
の相談所　	緑の相談員　�3,500円　�
先着18人　�12月10日(月)までに下記へ　
＊受講者全員に花苗をプレゼント
�都市整備公社みどりの課(138-2103)

◆社会福祉協議会からのお知らせ
�社会福祉協議会(132-7530)
【第87回高齢者｢会食懇談会｣】
�12月20日(木)12時　�老人福祉会館　�
市内70歳以上のかた、40人(先着順)　
�500円　�12月５日(水)～
【お茶のみ友達相談】
�12月15日(土)９時30分～11時30分　�福
祉会館　�男性60歳、女性55歳以上の独身
のかた

【高齢者こころの相談・健康相談】
�12月12日(水)、20日(木)14時～16時　�
福祉会館
【子どもクリスマス会】
�12月17日(月)14時30分～16時　�市民
センター幼児室　�「芦っ子」による紙
芝居、歌、ゲームなど　�幼児、小学校
低学年と保護者

◆尼崎市・西宮市・芦屋市域の海岸に係
　る海岸保全施設の整備に関する基本計
　画(案)説明会
　海岸法の改正に伴い県において海岸の
保全に関する基本計画(「海岸保全基本計
画」)を策定します。つきましては、計画
(案)についての説明会を開催します。
�12月７日(金)14時～　�西宮市役所８
階813会議室(西宮市六湛寺町10-3)　�直
接会場へ　�兵庫県県土整備部土木局港
湾課海岸・防災係(1078-362-3540)

◆第３期やさしい気功教室
�平成14年１月９日から毎週水曜日(全
10回)13時30分～14時30分　�体育館・青
少年センター２階多目的室　	ＮＰＯ気
功協会・津山鮎子氏　�20人　�7,000円
�12月４日(火)10時～１階受付(電話予約
可)　�スポーツ振興課(131-8228)

◆県立長田商業高等学校の生徒募集
　情報・経理専修コース(夜間定時制)の
生徒を募集します。出願期間は、平成14
年２月18日から22日(13時～20時)です。
説明会を平成14年２月２日(土)、５日
(火)、８日(金)19時から行います。
�県立長田商業高等学校(1078-631-0616、
月～金曜：13時～20時ほか)　

◆高等学校卒業予定者の求人申し込み
　最近の雇用失業情勢は、長引く景気の
低迷を反映し厳しい状況であり、今なお
多数の高校生(平成14年３月卒業予定者)
が就職を希望しています。一人でも多く
の求人申し込みをしていただきますよう
各企業のご協力をお願いします。
�ハローワーク西宮学卒担当(10798-71-
3721)

10/10～11/８までの受入順（敬称略）
財政課取り扱い分
●１千円、匿名　●５千５百円、匿名　
保健福祉部総務課取り扱い分
「社会福祉のために」
●１万円、 匿名
保育課取り扱い分
●精道保育所砂場の新しい砂(約４ｍ3)と
入れ替え作業、芦屋東ライオンズクラブ
社会福祉協議会取り扱い分
●２万円、芦屋浜コープ委員会　●１万
円、芦屋市消費者協会　●１千円、匿名
●３万円、カトリック芦屋教会
芦屋ハートフル福祉公社取り扱い分
●１万円、匿名　●５万円、匿名

　市が発注する建設工事、測量・建設コンサルタントの請負および物品・
印刷物の納入等の競争入札に参加するためには、あらかじめ登録が必要で
す。登録の受付は２年に１回で、今回は平成14・15年度分の受付を行います。
内　　容　①工事②測量・建設コンサルタント等③物件・その他(役務の
　　　　　提供・業務委託などを含む)
申し込み　平成14年１月21日～２月１日(土・日を除く)
　　　　　午前10時～午後４時 (正午～午後１時を除く)
　　　　　＊申請要領等は１月10日から２月１日まで配布します。(土・
　　　　　　日・祝日を除く)。同期間中、芦屋市ホームページより申請
　　　　　　要領等の入手が可能です。
　

芦屋川カレッジ公開講座
アメリカ人にとっての
第２次世界大戦

～なぜ“good war”なのか～

問い合わせ　公民館　135-0700

競争入札参加のための業者登録

問い合わせ　契約検査課 138-2012
ホームページアドレス　http://www.city.ashiya.hyogo.jp/

　本年12月から来年１月にかけて各事業所に
調査員が伺います。ご協力をお願いします。
・内容…①平成13年工業統計調査…製造事業所
　の実態を調査し、工業に関する施策の基礎資
　料を得る　②平成13年石油等消費構造統計調
　査…従業者30人以上の製造事業所について、
　石油を中心とするエネルギーの産業別、規模
　別、地域別の消費実態を明らかにする
・調査期日…平成13年12月31日(月)
・調査対象…市内にある製造事業所

工業統計調査・石油等消費構造統計調査

問い合わせ　総務部総務課　138-2010

体育館・青少年センター競技場開放日
�12月８日・22日(土)10時～17時(１
時間単位)　�市内の青少年、保護者
�卓球、バドミントン　�体育館・青
少年センター(131-8228)

寄　　　付

●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、	講師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、
持ち物、�申し込み、�問い合わせ 広報あしや●�2001年�（平成�13年）12月１日号�7 2No.833
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　　　　　 会　　場
ラポルテ市民サ－ビスコ－ナ－
（ＪＲ芦屋駅北側）
図書館（伊勢町12-5）

日　時
12月12日(水)
　　  13日(木)
　　14日(金)

産業別最低賃金(平成13年12月１日より)

海浜公園プール　水泳教室、腰痛予防教室　参加生募集
問い合わせ　海浜公園プール(Ｂ＆Ｇ海洋センター)　122-8861

※申し込み多数の場合は、市民を優先の上、抽選により決定します。
※年齢は、平成13年４月１日現在の年齢です。
期　　間　１月から３月(各教室とも10回開催、祝日除く)
申し込み　海浜公園プール、体育館・青少年センター、市役所受付、ラポルテ市民サービスコーナーにある募集
　　　　　要項をご覧の上、12月15日(土)＜必着＞までに指定の往復はがきをご使用ください。

　
芦
屋
川
の

葦
の
繁
み
や
、

川
柳
の
淡
緑

の
そ
よ
ぎ
を

眺
め
て
い
て
、

ふ
と
遠
い
ア

ル
ル
の
町
の

ロ
ー
ヌ
河
畔

を
思
い
出
し

た
。
広
々
と

明
る
い
河
は
ゆ
る
や
か
に
湾
曲
し
て
、
そ

の
向
こ
う
の
丘
の
上
に
、
サ
ン
・
ト
ロ
フ
ィ

ー
ム
の
鐘
楼
や
市
庁
舎
の
塔
が
そ
び
え
る
。

そ
の
眺
望
を
「
最
も
美
し
い
河
畔
の
眺

め
」
と
言
っ
た
人
も
い
る
。
ゴ
ッ
ホ
も
そ

の
位
置
の
あ
た
り
か
ら
「
星
月
夜
」
の
作

品
を
描
い
た
。
魂
の
輝
き
の
よ
う
な
星
の

こ
う
ぼ
う

光
芒
が
、
ロ
ー
ヌ
河
面
に
映
る
。
ア
ル
ル

は
「
跳
ね
橋
」
や
「
夜
の
カ
フ
ェ
」
な
ど

数
多
く
の
作
で
、
ゴ
ッ
ホ
の
街
と
し
て
も

良
く
知
ら
れ
る
。
遠
く
ス
イ
ス
の
氷
河
の

滴
り
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
ー
ヌ
河
も
、
リ
ヨ

ン
に
出
て
大
河
と
な
り
悠
々
と
南
へ
な
が

れ
る
。
ア
ル
ル
の
辺
り
に
き
て
よ
う
や
く

河
口
の
地
中
海
に
近
づ
い
た
。
広
く
晴
れ

や
か
な
流
れ
に
白
い
遊
覧
船
が
過
ぎ
る
。

私
も
ア
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
か
ら
の
河
の
旅
を
楽

し
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
「
橋
の
上
で
踊
る

よ
、
踊
る
よ
…
」
と
歌
わ
れ
た
ア
ヴ
ィ
ニ

ヨ
ン
の
橋
を
く
ぐ
り
、
穏
や
か
な
広
々
と

し
た
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
広
野
、
糸
杉
や
ポ

プ
ラ
の
木
立
ち
を
遠
く
眺
め
て
河
を
下
る
。

岸
辺
の
葦
の
繁
み
が
清
々
し
い
。
こ
の
辺

り
の
葦
は
と
く
に
丈
が
高
く
、
屋
根
を
葺

い
た
り
、
生
垣
に
し
た
り
す
る
。
ま
た
柳

や
葦
で
手
籠
や
農
家
の
さ
ま
ざ
ま
の
籠
を

つ
く
る
。
遊
覧
船
は
や
が
て
両
岸
に
向
か

い
合
う
タ
ラ
ス
コ
ン
と
ヴ
オ
ー
ケ
ー
ル
の

古
城
を
通
り
過
ぎ
る
。
二
つ
の
城
は
中
世

の
物
語
り
や
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
の
民
俗
祭

り
で
知
ら
れ
て
い
て
ロ
ー
ヌ
の
門
と
い
わ

れ
る
。
間
も
な
く
ア
ル
ル
に
着
い
て
、
観

光
客
は
、
円
筒
の
カ
ヴ
ァ
リ
エ
門
か
ら
街

へ
入
っ
て
行
く
。
ゴ
ッ
ホ
や
プ
ロ
ヴ
ァ
ン

ス
を
代
表
す
る
作
家
ミ
ス
ト
ラ
ル
な
ど
も

通
っ
た
道
だ
。
私
は
ロ
ー
ヌ
の
堤
防
を
川

風
に
吹
か
れ
て
歩
い
た
。
古
代
遺
跡
の
ひ

と
つ
の
水
浴
場
は
河
か
ら
水
を
引
い
て
作

れ
ん
が

ら
れ
た
。
今
も
古
煉
瓦
の
壁
を
め
ぐ
ら
し
、

浴
場
や
サ
ウ
ナ
の
跡
が
残
る
。
壁
す
れ
す

れ
に
狭
い
道
を
車
が
通
り
、
民
家
が
続
く
。

古
代
の
石
柱
が
そ
の
ま
ま
建
物
に
使
わ
れ

た
り
、
ア
ル
ル
は
古
代
と
現
代
が
共
に
生

き
て
い
る
街
だ
。
ま
た
祭
り
の
街
で
も
あ

ぼ
く
ど
う
さ
い

る
。
牧
童
祭
や
収
穫
祭
の
民
俗
衣
装
の
人

び
と
も
陽
気
に
遺
跡
の
間
を
抜
け
て
行
く
。

な
が
た
い
こ

長
太
鼓
の
響
き
に
弾
ん
で
。
そ
し
て
ロ
ー

さ
わ

ヌ
河
の
風
に
爽
や
か
に
吹
か
れ
て
進
ん
で

行
く
の
だ
っ
た
。

ローヌ河のほとり

※対象は、20歳以上で医師に運動許可を得ているかた。
期　　間　 １月から３月(各教室とも10回開催、祝日除く)
申し込み　海浜公園プール、体育館・青少年センター、市役所受付、ラポルテ市民サービスコーナーにある募集
　　　　　要項を確認の上、参加申込書と同意書に受講料10,000円を添えて海浜公園プール窓口へ(先着順)

◆水泳教室◆

作品展展示希望者募集！
　毎月女性作家の作品展(１人展)を開催して
います。作品は壁に掛けられるものに限りま
す。展示スペース使用料は無料です。希望さ
れるかたは女性センターまでご連絡ください。

日　時　12月３日～26日 　　　
　　　　午前９時～午後５時 　
　　　　土・日・祝日を除く
会　場　女性センター

女性センターミニ展示

夕凪子 川柳と切り絵展

西洋舞踊研究家　原田　宿命

◆腰痛予防教室◆

問い合わせ　美術博物館
138-5432(〒659-0052 伊勢町12-25)

 常設展「美術のかたち。２」
　夏の展覧会「美術のかたち。１」に続いて、展示室を
オープンスペース化し学芸員が行う活動そのものを「生き
た展示」というかたちで見ていただくことによって、「美
術」というものを捉える大切なポイントを探る試みです。
　今回は「子どもや作品との向き合い方」をキーワード
に、隣接する伊勢幼稚園とのワークショップや美術講座な
どを公開で行うことにより、単なる知識ではなく、実際に
目で見たり手で考える感覚をつかみながら「表現するこ
と」や他者を「受けとめること」について考えていく、プ
ロセスを重視した活動を試みます。

会　期　12月１日～16日　月曜休館
会　場　美術博物館　第１展示室
観覧料　会期中は全館無料

美術講座　「おとなの美術のはなし。」
　「美術のかたち。２」、「第5 2 回童美展」の関連企画
として美術講座を行います。連続２回にわけて、手と頭
を動かしながら「美術」の本質に触れていきます。

12月７日(金)午後２時～４時
        　「丸と点から始まる美術のはなし。」
12月14日(金)午後２時～４時
        　「ワークショップ　むぎゅっと箱詰め。」
講　師　倉科勇三(美術博物館学芸員)
定　員　20人(２回続けて受講できるかた)
費　用　500円
集合場所　美術博物館「美術のかたち。２」会場内
申し込み　往復はがきに、住所、氏名、電話番号を記入
　　　　　の上、12月５日(水)までに美術博物館へ(申し
　　　　　込み多数の場合抽選)

◇　美術博物館の催し　◇

問い合わせ　女性センター　138-2023(大原町2-6 ラ・モール芦屋２階)

牛乳･乳製品料理講習会
メニュー　Ｘ’mas料理４種
　　　　　スペアリブのうま煮、フルーツケーキほか
日　時　12月13日(木)午前10時～午後１時
会　場　市民センター料理室
講　師　くらた栄養学園長・倉田京氏
対　象　市内在住・在勤のかた28人
持ち物　エプロン、三角巾、ふきん、筆記具、タッパ
申し込み　消費生活センターへ(先着順)

問い合わせ　消費生活センター　138-2034

　  女性センター 相談日のお知らせ
専門の相談員が相談に応じます
相談専用電話　138-2022
●女性の悩み相談(要予約)
日　時　毎週月曜日　午後１時～４時
内　容　夫婦・家族関係、心の悩みなど
●暴力(ＤＶ)に関する相談(要予約)
日　時　毎月第１水曜日
　　　　(祝日の場合は第２水曜)
　　　　午後１時～４時
内　容　夫や親しい関係にある男性からの暴
　　　 　力(ＤＶ)など

問い合わせ　保険年金課年金係　138-2036

納付相談会のお知らせ
国民年金保険料

○相談時間　午後１時30分～４時
○持ち物　年金手帳または納付書

兵庫県の最低賃金

改正のお知らせ

問い合わせ
兵庫労働局労働基準部賃金課

1078-367-9154

(注)業務・年齢等により産業別最低賃金の適用が
　　除外され兵庫県最低賃金が適用される場合
　　があります。

地域別最低賃金(平成13年９月30日より)

兵 庫 県 最 低 賃 金
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同時開催　「第52回童美展」

■日曜・祝日救急当番医
●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）
●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
12/２日　広瀬歯科クリニック 1２３－６４２０
12/９日　藤田歯科診療所 1２５－０６４６
12/16日　藤本歯科医院 1３１－４１９３
12/23日　マキハタ歯科医院 1２２－３２３３
12/24日　増田歯科医院 1２２－５３５９
12/29日　多田羅歯科医院 1３２－１９１３
12/30日　稲垣歯科医院 1２２－２８７０
12/31日　きしだ歯科 1２２－１７２３
●夜間在宅輪番
※金曜日20時～23時は下記の通り。(　)内は診療科目
12/７日　幸原内科小児科医院(内、小)

1２２－０３３８
12/14日　上條医院(内) 1３４－０７８７
12/21日　林整形外科外科医院(整外)

1３２－８８８０
12/28日　大森医院(内) 1３２－３９９７
※金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７時
　は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)
●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、9時～16時
　場　所…尼崎医療センター
　　　　　(尼崎市水堂町3-15-20 106-6436-8701)

●芦屋病院健康教室
12月はありません。
今後の予定
　１月16日「めまい」／２月20日「ペイン・クリニ
　ック」／３月20日「ヘリコバクター(ピロリ菌)」
問い合わせ　芦屋病院総務課管理係

●糖尿病教室
日　時　12月7日(金)午後１時30分～３時　　
会　場　芦屋病院南病棟１階講義室
テーマ　「境界型糖尿病と糖尿病の違い」
　　　　　　　　　　　　　　　金山良男副病院長
　　　　「デ－タはこうみる」
　　　　　　　　　　　　小柳日出夫臨床検査技師
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●幼児の食事とおやつの教室
　幼児期にたいせつな「食べ物と食べ方」～体と心
を育てる～
日　時　12月14日(金)午後１時30分～３時
会　場　保健センター
講　師　大阪教育大学教授　奥田豊子氏
定　員　30人(予約制)
＊「手づくりおやつ」の試食、育児相談も行います。
問い合わせ　保健センター

●楽しいリハビリ教室
　病気やケガその他の原因で身体機能が低下したか
たにご利用いただけます。
日　時　毎週金曜日　午後１時30分～３時30分
会　場　芦屋市医師会医療センター
内　容　医師、理学療法士、トレーナー、保健婦等
　　　　による体操、レクリェーション、創作活動、
　　　　健康チェック、健康相談等。
対　象　介護保険を利用されない40歳以上の市内在

住のかた(送迎はありません)
問い合わせ　保健センター

●プレおや教室 ～後期１月コース～　
日　時　①１月８日(火)午後１時30分～３時30分
および　「お産のすすみ方」「楽なお産のためのイ
内　容　メージトレーニング」(運動可能な服装で)
　　　　②１月22日(火)午前10時～11時30分
　　　　「産後の生活」「母乳育児」「ママと赤　
　　　　ちゃんの交流会」
会　場　保健センター
持ち物　母子健康手帳、テキスト
費　用　前期未受講のかたは、テキスト代200円
定　員　25人(予約制)
申し込み　電話、FAX(31-1018)、下記の窓口へ
問い合わせ　保健センター

●狂牛病（牛海綿状脳症）の対策は万全
　酪農家や肉用牛農家では、牛の飼育方法や健康面
のチェックを専門職員が指導しており、食肉センタ
ーでも、すべての牛について狂牛病の確認検査や危
険部位の焼却などの対策が実施されているため、疑
わしい牛肉等は一切流通しません。
　牛関連の加工食品(牛乳、乳製品はもともと安全)
についても、保健所の指導のもとで、各企業が自主
点検を実施し、万全を期していますので、ご安心く
ださい。
問い合わせ　芦屋健康福祉事務所薬務・生活衛生課　

●12月１日は世界エイズデー
　12月１日(土)は国連の世界エイズデー(World
AIDS  Day)です。
　エイズを正しく理解し、偏見と差別のない社会づ
くりにご協力ください
問い合わせ　芦屋健康福祉事務所健康増進課

不燃ごみ 収集カレンダー

問い合わせ　環境サービス課　122-2155

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

10月17日（水） 11月7日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　曇　り
前々日　晴　れ

前　日　曇　り
前々日　曇　り

　

雨
15.0

晴　れ
11.0

流入水
　21.8
　　7.0
　   46
　   87
  9,000

処理水
　22.6　
　　6.4　
　1　
　2　
　0　

流入水
　21.8
　　7.3
　 107
　   82
  8,000

処理水
　21.2　
　　6.6　
　5　
　9　
　0　

前忠工業（株）

(株）みなと設備

(資）神明商会

東山商会

中央水道工務所

原田商会

越智商会

(有）大阪商会

西岡設備工業所

店　名 TEL 当番日
水道の修理は

「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【12月】

問い合わせ　水道部工務課維持係　138-2083

１、10、19、28

２、11、20、29

３、12、21、30

４、13、22、31

５、14、23

６、15、24

７、16、25

８、17、26

９、18、27

●平日の昼間は水道部へお尋
　ねください。
●土・日・祝日は市役所(131-
　2121)へお尋ねください。
●夜間の修理は
　右の業者が待機しています

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

12月
日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　　　　　　　１
２　３　４　５　６　７　８
９　10　11　12　13　14　15
16　17　18　19　20　21　22
23　24　25　26　27　28　29
30　31　

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

 1月
日　月　火　水　木　金　土
　　　　１　２　３　４　５
６　７　８　９　10　11　12
13　14　15　16　17　18　19
20　21　22　23　24　25　26
27　28　29　30　31　

ペット
ボトル

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

在宅ねたきり予防
訪問指導

在宅で40歳以上の療養者
（無料）

在宅ねたきり者
歯科訪問指導

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

貧血検査

在宅で60歳以上の寝たき
り、準ずるかた（無料）

16歳以上→胸部X線・血
圧・検尿（無料）40歳以上
→前記の他 心電図・血液
検査（400円）・歯科検診
妊婦→血液検査（予約制）

16歳以上（130円）

35歳以上（成人病予防11
項目5500円）

20歳以上（1000円）
超音波法

成人を対象に医師による
相談（無料）

35歳以上（1000円）

30歳以上。子宮がん（1000
円）乳がん（400円）

40歳以上（800円）、採便
容器を渡し、とり方の説明

健康チェック
（予約制）

骨粗しょう症健診
（予約制）

栄養相談（予約制）

健康相談（予約制）

胃がん検診（予約制）

子宮（頸部）がん検診
乳がん検診

大腸がん検診

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊娠お産の相談室
（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室
（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6カ月児健康診査

3歳児健康診査

アレルギー相談
（予約制）

アレルギー健診
（予約制）

歯の無料相談と健診

助産婦による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参
身体計測子育て相談（無料）

6～7カ月児
母子健康手帳持参（無料）

H13.8.1～15生まれ
H13.8.16～31生まれ
（無料）

H12.12月生まれ（無料）

H12.6月生まれ（無料）

H10.8月生まれ（無料）

アトピー性皮膚炎、喘息
等の相談

歯科医師会館（無料）

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

3歳児心の健康相談

子ども心の相談
（予約制）

 満3歳児
 しつけ子育て相談
（児童精神科専門医）

ことばの遅れ、しつけ
相談（児童精神科専門医）

療育相談（予約制） 子どもの発達について、
専門医による相談

検便（赤痢、O157等）
水質検査

有料。特殊項目水質検査な
どは第1・3月曜日

一般健康相談事業所
検診（予約制）

有料。入学・就職時等の診
断書作成・診察・尿・血液検
査・X線・心電図・HIV検
査・HCV検査

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m 市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

こころの相談（予約制）
老人の痴呆
うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等専門医の相談

アルコール依存症
家族会

アルコール問題に悩んで
いる家族（要事前連絡）

あじさいの会（痴呆性
老人家族会）

介護者のつどい
託老希望の方は要事前連絡

専門栄養相談
（予約制）
（栄養表示基準につい
　ても含む）

対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類
以上の危険因子を有する
方、食物アレルギーにより
除去食を余儀なくされてい
る方等

11日・18日
9：00～10：00

11日
13：30～14：30

13日
13：30～14：30

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00
12月は19日が最終日

7日
13：00～14：00

5日・18日
13：30～14：30

14日
10：00～12：00

17日
13：30～15：30

4日・11日
10：00～12：00

今月はありません

17日13：30～16：00

随時

10日9：30～10：30

17日
9：45～11：30

12・19日
13：00～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

委託医療機関で実施

20日13：00～14：00
場所　保健センター

6日13：00～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

3日9：30～10：30

13日13：30～14：30

19日13：00～14：30

随時、
保健センターに
お申し込みください

7・11日
9：30～10：30

2月分予約受付中
9：15～

1月分予約受付中
9：30～10：00

18日
9：30～11：00

11・17日
13：00～15：00

6・13・17・20日
9：15～10：30

随時（医療機関で診療
時間内の午前中）

受付随時。提出日：4・
11・18・25日午前中

小児から高齢者まで
生活習慣病他（無料）

－

　血液検査前（4時間絶飲絶食）

ア�ン�タ�ン�テ�
内　容 曜　日教室名

（対象）
募集人員 時　間 料　金

すくすく水泳教室
（４歳～就学前）
のびのび水泳教室
（小学生）
いきいき水泳教室
（大人）

水慣れ～クロール

水慣れ～
クロール・背泳ぎ

初心者～４泳法

金曜日
土曜日
水曜日
金曜日
水曜日
金曜日

午後３時～４時30分

午後４時30分～６時

午後１時～２時30分

  7,000円

  7,000円

10,000円

各曜日
35人
各曜日
40人
各曜日
30人

内　容 曜　日教室名 募集人員 時　間 料　金

腰痛予防教室 腰痛予防･改善 木曜日 午後１時～２時30分 10,000円15人

※町ごとに決められた曜日（月曜～金曜）に出してく
　ださい。

印は非回収日

印は非回収日

業　　種
繊維工業・靴下製造業
塗料製造業
鉄鋼業
一般機械器具製造業
電気機械器具製造業
輸送用機械器具製造業
計量器・測定器・分析機器・
試験機・測量機械器具製造業
各種商品小売業
自動車小売業

日 額
5,848円
6,664円
6,429円
6,354円
6,050円
6,646円

6,080円

5,920円
6,220円

時間額
731円
833円
802円
792円
756円
827円

760円

739円
777円

時間額
 675円

小児を対象に医師による
健診

31-8548

0798-34-7941

22-3565

31-1882

22-3552

22-0706

22-3708

32-6302

22-6900

日  額
 5,389円

ペット
ボトル
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ハーバード大学教育大学院修士課程
修了・同博士号取得。
1996年より大阪大学教授、2000年よ
り大阪大学大学院人間科学研究科教
授。多文化教育学専攻。
大阪府人権施策推進審議会委員、大
阪府文化懇話会委員、芦屋市人権教
育・人権啓発推進懇話会会長など。
主な著書：『アメリカの多文化教育
に学ぶ』（明治図書）ほか

平沢　安政
(ひらさわ　やすまさ)氏

問い合わせ　生活環境部人権推進担当　138-2055

人権の新しいとらえかた

　
人
権
を
考
え
る
切
り
口
と
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

「
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
と
つ
な
げ
て
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
何
か
が
「
よ
く
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
は

知
識
が
増
え
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
生
き
る
か
と
い
う

こ
と
と
関
係
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
私
た

ち
は
、
何
か
が
「
よ
く
わ
か
る
」
と
思
っ

た
と
き
、
自
分
の
中
に
あ
る
確
か
な
力
を

感
じ
た
り
、
も
っ
と
知
り
た
い
と
思
っ
て

意
欲
的
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
あ

る
状
況
に
働
き
か
け
た
り
、
状
況
を
変
え

る
た
め
に
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
「
よ

く
わ
か
る
」
と
、
積
極
的
に
関
わ
っ
た
り
、

行
動
し
た
り
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
こ
の
よ
う
に
「
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と

は
、
自
分
自
身
に
対
し
て
肯
定
的
な
気
持

ち
を
も
っ
た
り
、
他
者
や
社
会
と
の
関
わ

り
に
対
し
て
積
極
的
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
そ
の
意
味
で
は

人
が
自
分
ら
し
さ
を
輝
か
せ
て
、
自
己
実

現
的
に
生
き
る
こ
と
、
つ
ま
り
人
権
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
た
だ
、
「
わ
か
る
」
と
い
う
こ
と
に
も

い
ろ
い
ろ
な
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
一
度
わ
か

っ
た
か
ら
そ
れ
で
終
わ
り
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
学
習
や
経
験

問
い
合
わ
せ

　
水
道
部
工
務
課
維
持
係
　
1
#2
２
０
８
３

　
　
寒
い
季
節
に
向
け
て
水
道
管
も
「
冬

じ
た
く
」
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
水

道
管
が
屋
外
で
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る

所
、
北
向
き
で
風
が
強
く
あ
た
る
所
は
特

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

４
℃
以
下
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
夜
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

①
水
道
管
を
凍
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

　
む
き
出
し
の
水
道
管
に
は
布
や
毛
布
等
を
巻
き
、

上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
等
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
時

蛇
口
も
一
緒
に
巻
く
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ

ら
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
も
毛
布
や
布
等
を
入
れ
て
水

道
メ
ー
タ
ー
を
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。
長
期
間
留
守

に
す
る
場
合
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
バ
ル
ブ
を
閉

め
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

②
水
道
管
が
凍
っ
た
ら

　
タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ
、
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
直
接
熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　
ま
ず
メ
ー
タ
ー
バ
ル
ブ
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。
バ

ル
ブ
の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
時
は
、
破
裂
し
た
部
分

に
布
か
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り
巻
い
て
、
工

務
課
維
持
係
ま
た
は
、
芦
屋
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

(

修
理
代
は
各
家
庭
の
負
担
に
な
り
ま
す)

　
　
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。
　

　
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
（
一
九
九
五
〜
二
〇
〇
四
年
）
は
、
豊
か
な
人
権

文
化
の
構
築
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
は
、
平
成
七
年
に
「
国
内
行
動
計

画
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
て
人
権
教
育
お
よ
び
人
権
啓

発
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
昨
年
十
二
月
に
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
市
と
し
て
も
今
後
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊

重
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
行
く
上
で
、
基
本
的
な
計
画
等
の
策
定
の
基
礎
資
料
と
す
る

た
め
、
九
月
に
「
人
権
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
教
授
の
平
沢
安
政
氏
の
寄
稿
記
事
を
も
と

に
、
す
べ
て
の
人
々
の
人
権
が
守
ら
れ
る
社
会
を
目
指
す
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、
共
に

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
あ
る
こ
と
を
繰

り
返
し
「
わ
か
り
直
す
」
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
深
く
「
わ
か
る
」
よ
う
に
成
長
し
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
人
権
と
い
う
こ
と
ば
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
は
、
人
権
と
い

う
こ
と
ば
に
つ
い
て
、
学
習
や
体
験
を
通

し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
な
り
の
イ
メ
ー
ジ

寄稿：大阪大学大学院人間科学研究科教授　平沢安政氏

芦屋市の人権

シンボルマーク

は
じ
め
に

変
化
す
る
人
権
問
題

　
こ
れ
ま
で
、
人
権
推
進
の
取
り
組
み
は
、

同
和
問
題
の
解
決
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
中
心
に
す
す
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

三
十
数
年
に
わ
た
る
特
別
対
策
を
通
じ
て
、

同
和
地
区
に
お
け
る
環
境
整
備
も
す
す
み
、

格
差
解
消
に
む
け
た
取
り
組
み
が
一
定
の

成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
就
労
・
教

育
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
同
和
地

区
に
対
す
る
偏
見
解
消
の
問
題
な
ど
、
ま

だ
残
さ
れ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　
人
権
問
題
と
い
う
と
「
そ
れ
は
部
落
差

別
、
障
害
者
差
別
、
女
性
差
別
、
外
国
人

差
別
の
こ
と
だ
」
と
固
定
し
た
イ
メ
ー
ジ

で
と
ら
え
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
し
か
も
、
差
別
す
る
側
と
さ
れ

る
側
と
い
う
よ
う
に
、
問
題
を
単
純
な
パ

タ
ー
ン
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

四
つ
の
差
別
が
い
ず
れ
も
重
大
な
人
権
問

題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
人
権
問
題
の
あ
ら
わ
れ
方

や
特
徴
は
た
え
ず
変
化
し
て
お
り
、
「
い

ま
現
実
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
を
事

実
に
も
と
づ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
「
む
か
し
こ
の
よ
う
に
習

っ
た
か
ら
」
で
は
、
最
近
の
人
権
問
題
の

変
化
に
は
う
ま
く
対
応
で
き
ま
せ
ん
。

　
あ
る
状
況
で
は
抑
圧
す
る
立
場
に
あ
る

人
が
、
別
の
状
況
で
は
抑
圧
さ
れ
る
立
場

に
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
人
権
問
題
は
複

合
的
な
形
で
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
で

す
し
、
例
え
ば
個
人
情
報
の
保
護
、
セ
ク

ハ
ラ
へ
の
対
応
、
同
性
愛
者
の
権
利
擁
護

な
ど
、
最
近
新
し
く
人
権
問
題
と
し
て
議

論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
ら
に
つ

い
て
も
、
現
実
に
即
し
て
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
社
会
に
お
い
て
は
「
日

本
は
同
質
的
な
社
会
で
あ
る
」
と
い
う
考

え
方
に
も
と
づ
い
て
、
異
質
な
も
の
を
排

除
し
た
り(

例
え
ば
、
外
国
人
差
別
な
ど)

、

同
質
な
も
の
の
中
に
あ
え
て
異
質
な
存
在

を
つ
く
り
だ
し
た
り
す
る
よ
う
な(

例
え
ば

い
じ
め
や
部
落
差
別
な
ど)

し
く
み
が
存
在

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
は
一

人
ひ
と
り
の
個
性
が
大
切
に
さ
れ
、
多
様

な
文
化
が
共
生
す
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い

「
わ
か
る
こ
と
」
と
人
権

　
私
た
ち
が
日
常
生
活
の
中
で
経
験
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

う
え
で
、
例
え
ば
動
詞
を
切
り
口
に
し
て

み
る
と
面
白
い
発
想
が
生
ま
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
「
抱
え
込
む
」
と
い
う
動
詞
を
例
に
と

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
「
家
事
や
子
育
て
の

一
切
を
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん
だ
結
果
、
児

ぎ
ゃ
く
た
い

童
虐
待
に
つ
な
が
っ
た
」
「
中
間
管
理
職

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
抱
え
込
み
、

う
つ
状
態
に
な
っ
た
」
な
ど
、
私
た
ち
は

さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
お
い
て
、
責
任
や
役

割
を
必
要
以
上
に
抱
え
込
み
、
そ
の
結
果

自
分
を
し
ん
ど
い
立
場
に
追
い
込
ん
で
し

ま
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
い
い
人
」
を
演
じ
よ
う
と
し
た
り
、

他
者
に
自
分
の
弱
さ
を
見
せ
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
あ
る
意
味
で
無
理
を
し
、
自
分
ら

し
さ
を
押
さ
え
込
ん
だ
結
果
と
し
て
、
「
抱

え
込
む
」
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
ま
す
。

他
の
人
と
う
ま
く
役
割
分
担
を
し
た
り
、

動
詞
を
通
し
て
人
権
を
考
え
る

を
つ
く
っ
て
き
た
と
思
う
の
で
す
が
、
「
抽

象
的
で
難
し
い
も
の
」
「
差
別
を
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
」
「
自
分
ら
し
さ
を
輝
か

せ
て
生
き
る
こ
と
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

と
ら
え
方
と
出
会
い
、
そ
れ
ら
を
深
く
吟

味
す
る
こ
と
に
よ
り
、
わ
か
り
方
を
広
げ

た
り
、
深
め
た
り
し
て
き
た
と
思
う
の
で

す
。
さ
ら
に
、
単
に
こ
と
ば
と
し
て
「
わ

自
分
の
本
音
を
さ
ら
け
出
せ
た
り
す
る
関

係
が
あ
る
と
い
い
の
で
す
が
、
現
代
社
会

に
お
い
て
は
、
多
く
の
人
が
ひ
と
り
で
重

荷
を
「
抱
え
込
ん
で
」
、
自
分
ら
し
さ
を

失
っ
た
り
、
居
場
所
が
見
え
な
く
な
っ
た

り
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
お

い
て
あ
ら
わ
れ
る
人
権
問
題
を
、
ひ
と
つ

の
動
詞
を
通
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
試

み
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
人
権
問
題
を

特
別
な
も
の
と
し
て
考
え
る
や
り
方
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
、
有
効
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
部
落
差
別
、
女
性
差
別
、

外
国
人
差
別
、
障
害
者
差
別
、
高
齢
者
差

別
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
状
況
は

違
っ
て
い
て
も
、
質
的
に
同
じ
よ
う
な
問

題
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
る
か
ら
で
す
。
異
な
る
立
場
や
状

況
に
あ
る
人
び
と
が
同
じ
こ
と
ば(

こ
の

場
合
は
動
詞)

を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

問
題
と
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
る
こ
と
に

よ
り
、
お
互
い
の
発
想
が
豊
か
に
な
り
、

協
働
し
て
問
題
の
解
決
に
あ
た
れ
る
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
考
え
方
で
人
権
学
習
に
と
り
く

む
と
、
多
く
の
人
が
参
加
し
や
す
い
も
の

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

同
和
地
区
に
対
す
る
特
別
対
策
が
来
年
三

月
末
で
終
了
す
る
一
方
で
、
人
権
教
育
・

啓
発
に
関
す
る
新
し
い
法
律
が
つ
く
ら
れ
、

人
権
救
済
の
た
め
の
具
体
的
な
制
度
や
し

く
み
が
新
た
に
整
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

日　時　12月９日(日)
　　　　正午～午後３時
会　場　市民センター301室ほか
内　容　劇・ゲームなど
対　象　母子父子家庭の親子
　　　　(子どもだけの参加可)
＊申し込みは12月６日(木)までに
　福祉課保護母子福祉係まで

日　時　12月16日(日)午後２時～４時
会　場　市民センター多目的室
内　容　楽器あそび・歌など
＊申し込みは12月７日(金)までに
　福祉課障害福祉係まで

問い合わせ
福祉課保護母子福祉係　138-2042

問い合わせ
福祉課障害福祉係　138-2043　FAX38-2178

リサイクル家具・自転車等　展示会
　限りある資源の再利用とごみの減量化を図るため、家具、
机、椅子、籐製品、自転車などを修理し再利用するリサイク
ル事業を行います。

問い合わせ 環境施設課　132-5391

日　時　12月３日～12月９日(８・９日の土・日も開催)
　　　　午前９時30分～正午・午後１時～４時30分
会　場　環境処理センター旧管理棟２階展示室(浜風町31-1)
※駐車場はあります。
※申し込みは市民に限ります。応募多数の場合は抽選。
※リサイクル品の修理等にかかる経費の一部(１万円以内)
　を支払っていただきます。
※本の交換会も行います。不要な本をご持参ください。

日本の黒い夏［冤eｎzai罪］

問い合わせ　上宮川文化センター　122-9229

日　時　12月７日(金)午後６時30分～８時30分、
　　　　　　８日(土)午前10時～正午、
　　　　　　　　　　午後１時30分～３時30分
会　場　上宮川文化センター・ホール
定　員　各回100人(先着順。当日直接会場へ)　
監　督　熊井啓
出　演　中井貴一、寺尾聰ほか

―松本サリン事件―人間の心奥に潜む予断、偏見、そし
えんざい

て冤罪へとつながっていく事件構造と真実に迫ります。

　サンタさんと一緒に、親子でひとあし早いクリスマス
を楽しみませんか。プレゼントも用意しています。初め
てのかたもどうぞ。
日　時　12月８日(土)午前10時30分～正午
会　場　宮川小学校体育館
対　象　就学前の幼児と保護者(当日直接会場へ)
持ち物　上履き・袋(靴入れ用)　

子育てセンター　クリスマス会

問い合わせ
子育てセンター（精道幼稚園内） 131-8006

ヒューマンライツシアター

日　時　12月23日(日)
　　　　①午前10時30分～
　　　　②午後１時30分～
会　場　ルナ・ホール
費　用　200円(３歳以上)
※チケットは下記へ

「忍たま乱太郎」「アンパンマン」
「タマ＆フレンズ」

問い合わせ　社会福祉協議会　132-7530

■内　容　ケーブルテレビ広報チャンネルのリポート、
　　　　　番組企画等
■活動日　月２～３日(企画会議、打ち合わせ、撮影等)
■資　格　市内在住で18才以上のかた
■人　数　若干名(男女不問)
■謝　礼　１番組につき3,000円～10,000円(所得税込み)
■応募方法　①やってみたい番組の企画②自己ＰＲおよ
　　　　　　び市販の履歴書(写真貼付)を12月25日(火)
　　　　　　＜必着＞までに広報課へ郵送または持参

問い合わせ
広報課　138-2006(〒659-8501 精道町7-6)

広報チャンネル（9ch）

◇ 市民リポーター募集 ◇
水道まめ知識

る
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、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
状

況
の
中
で
、
い
ま
人
権
を
と
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な
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母子父子家庭児童　年末のつどい

障害児　年末のつどい

クリスマス映画会

12月４日～10日は
『第53回人権週間』です

　基本的人権および自由を遵守し確保するため
に世界のすべての人々とすべての国々とが達成
すべき共通の目標として、昭和23年(1948年)12
月10日の第３回国際連合(以下「国連」)総会で
「世界人権宣言」が採択されました。これを記
念して国連は、採択日の12月10日を「人権デ
ー」と定め、加盟国に対し、人権擁護活動を推
進するための各種行事を実施するよう要請して
います。
　法務省および全国人権擁護委員連合会は、従
来から、関係機関等の協力を得て、「人権デ
ー」を最終日とする１週間(12月４日から10日
まで)を「人権週間」と定め、世界人権宣言の
意義を訴えるとともに人権尊重思想の普及高揚
に努めてきたところです。

日　時　12日４日(火)午後１時～４時
会　場　市役所北館２階会議室(２)
※毎月２回(第２・４火曜日の午後)に
も人権相談所を上記と同じ会場で開設
しています。
※12月は上記の開催のみとなります。

　人権週間にちなみ人権相談所を開設
き

します。いじめ・いやがらせ、名誉棄損、
信用問題等でお困りのかたは、お気軽
にお越しください。秘密は厳守します。
人権擁護委員が相談に応じます。　

◆特設人権相談所の開設◆

講　師　大村　崑　氏(俳優)
日　時　12月５日(水)
　　　　午後１時30～(開場１時)
会　場　ルナ・ホール
定　員　650人
(当日先着順)
※手話通訳、要約筆
　記、託児(２歳以上
　・要予約)あり

人権週間記念事業講演会

「いま幸せでっか」

問い合わせ　生活環境部人権推進担当　138-2055
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国際交流協会の夏祭りで�
(写真は記事内容とは関係ありません)
国際交流協会の夏祭りで�
(写真は記事内容とは関係ありません)

① 6:00

② 8:30

③11:00

④13:30

⑤16:00

⑥18:30

⑦21:00

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)

とびだせスタジオ　あしやリポート(＊)

情報カフェ
文字放送
　

人権週間特別番組

撮りっきり芦屋(＊)
ニッポンみたまま(30分番組)

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

12／１(６:00～)～12／14(～23:30)

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

■放送時間　午前６：00～午後11：30(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
　放送します)　　　　　　　　　　　　　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006　■ＣＡＴＶ加入に関する問い合わせ
　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ Ｂroad band 神戸・芦屋) 70120-13-8160

フォーカス芦屋「税金AtoZ Ⅱ(固定資産税、都市計画税)」
暮らしの情報「パソコンで年賀状③スキャナーを使って」

「金澤佳代子～心のコンサート」
「ＴＡＭＡＳ」「メンバー募集」「あしやの不思議」
「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
「花束」

「縄文ワークショップ」
　　　　「未来への街づくり　市町村合併」
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